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桜
満
開
の
阪
神

競
馬
場
で
「
桜
花

賞
」
が
開
催
さ
れ

た
。
ウ
マ
の
合
う

同
級
生
た
ち
と
と

も
に
、
５
万
人
を

超
え
る
大
観
衆
の

中
、
白
熱
し
た
レ
ー
ス
観
戦
を

楽
し
ん
だ
▼
周
辺
の
交
通
整
理

か
ら
始
ま
り
、
入
場
券
売
機
へ

の
誘
導
、入
場
ゲ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ

ト
確
認
な
ど
、
い
ろ
ん
な
仕
事

を
し
て
い
る
人
た
ち
を
見
る
。

来
場
者
が
安
心
し
て
競
馬
観
戦

を
楽
し
め
る
の
は
、
こ
の
人
た

ち
が
支
え
て
く
れ
て
い
る
お
か

げ
だ
と
実
感
す
る
。
同
時
に「
こ

の
人
は
ど
ん
な
雇
用
形
態
で
、

賃
金
は
ど
れ
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
、

労
働
組
合
は
あ
る
の
か
な
」
な

ど
、
職
業
上
の
癖
で
つ
い
考
え

て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
今
春
闘

で
賃
上
げ
を
勝
ち
取
っ
た
仲
間

た
ち
に
想
い
を
馳
せ
、
こ
こ
で

働
く
人
た
ち
の
賃
金
も
上
が
り

ま
す
よ
う
に
と
願
っ
た
▼
競
馬

場
の
売
上
協
力
の
た
め
、
少
な

い
資
金
の
中
か
ら
、
桜
花
賞
の

馬
券
を
買
い
足
し
た
。「
働
く

こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」

に
向
け
、
少
し
は
役
立
て
た
と

い
う
こ
と
で
、
馬
券
結
果
は
二

の
次
に
し
て
お
く
。
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５月３日　戦争させない、９条壊すな！５・３兵庫
憲法集会（神戸・みなとのもり公園）

11日　自治労2024現業・公企統一闘争決起集会
（ウェブ開催）

５月１日号は休刊します

当面の日程

それでも前へ ･･･

大  植　賢（豊岡市職労）

メーデーに結集しよう
【４月21日（日）】
 明石地区（10:00～）明石公園きしろスタジアム

【４月26日（金）】
 川西・猪名川・豊能地区（18:30～）
　　　　　　　　　池田市市民文化ホール
 宝塚地区（18:00～）宝塚市立中央公民館
 丹波地区（19:00～）篠山市四季の森生涯学習センター

【４月27日（土）】
 神戸中央メーデー（10:00～）大倉山公園野球場
 三田地区（11:00～）三田市郷の音ホール駐車場
 加西地区（9:30～）いこいの村はりま芝生広場
 淡路地区（10:00～）洲本市大浜海岸
 西部地区（10:00～）東御屋敷跡公園
 但馬地区（10:00～）豊岡市民会館

【４月28日（日）】
 尼崎地区（10:00～）ベイコム陸上競技場
 伊丹地区（10:00～）伊丹市昆陽池公園多目的広場
 東播地区（10:00～）高砂市総合運動公園
 北播地区（10:00～）西脇市総合市民センター体育館

【５月１日（水）】
 西宮地区（10:00～）西宮市六湛寺公園
 芦屋地区（18:00～）芦屋市役所前

障害者雇用について県の見解を求める交渉団●左左
　

障
害
労
働
者
評
議
会
は
「
障

害
者
雇
用
の
推
進
に
向
け
た
要

求
書
」
に
対
す
る
回
答
に
基
づ

き
、
河
合
良
宣
議
長
、
武
田
弘

幹
事
、
泉
朋
秀
幹
事
、
山
中
一

慶
書
記
の
４
人
で
３
月
21
日
、

兵
庫
労
働
局
に
対
し
、
６
項
目

に
つ
い
て
交
渉
を
実
施
し
た
。

①
県
内
自
治
体
の
法
定
雇
用
率

の
達
成
状
況
及
び
対
応
方
法
に

つ
い
て
「
県
教
育
委
員
会
の
状

況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
今
回

統
合
や
組
織
改
編
の
関
係
で
雇

用
が
進
ん
で
い
な
い
県
病
院
局

に
つ
い
て
も
指
導
を
強
化
し
て

い
る
」
と
の
回
答
が
示
さ
れ

た
。
②
重
度
障
害
者
の
ダ
ブ
ル

カ
ウ
ン
ト
に
関
す
る
問
題
点
に

つ
い
て
は
、
障
害
者
の
尊
厳
に

関
わ
る
課
題
だ
と
言
う
こ
と
を

共
通
認
識
と
し
て
持
つ
こ
と
を

確
認
。
③
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
（
定

着
支
援
）
の
充
実
に
つ
い
て
は

「
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

今
後
も
徹
底
的
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
」と
の
回
答
を
受
け
、

特
に
精
神
障
害
者
や
知
的
障
害

者
の
１
年
以
内
の
離
職
率
が
高

い
た
め
早
急
な
改
善
を
求
め

た
。
④
自
力
通
勤
等
の
条
件
の

撤
廃
及
び
介
護
付
就
労
に
つ
い

て
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求
人

に
、
自
力
通
勤
等
の
条
件
付
記

載
が
あ
る
場
合
は
、
好
ま
し
く

な
い
と
指
導
し
て
い
る
。ま
た
、

公
的
職
場
で
福
祉
を
利
用
し
た

介
護
付
就
労
に
つ
い
て
は
、
情

況
を
把
握
し
て
い
な
い
た
め
調

査
す
る
」
と
の
回
答
を
得
た
。

⑤
高
齢
期
障
害
者
の
休
暇
制
度

の
充
実
で
は
、
定
年
が
段
階
的

に
引
き
上
が
り
障
害
者
は
２
次

障
害
を
発
症
し
た
り
、
今
ま
で

出
来
て
い
た
こ
と
が
出
来
な
く

な
る
こ
と
が
十
分
に
予
想
さ
れ

る
た
め
、
取
得
し
や
す
い
休
暇

制
度
の
充
実
を
求
め
た
。
⑥
合

理
的
配
慮
に
つ
い
て
は
「
障
害

者
が
働
き
や
す
い
職
場
は
、
当

然
健
常
者
も
働
き
や
す
い
職
場

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
行
く
」
こ
と
を
確
認
。
次

年
度
以
降
の
交
渉
継
続
を
要
望

し
、
交
渉
を
終
え
た
。

　

自
治
労
は
全
単
組
で
「
年
間

を
通
し
て
１
波
に
つ
き
２
時
間

を
上
限
と
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
を

含
む
闘
争
体
制
」
を
確
立
す
る

批
准
投
票
を
実
施
し
た
結
果
、

２
月
29
日
の
本
部
拡
大
闘
争
委

員
会
で
、
ス
ト
批
准
率
が
77
・

56
％
で
、
闘
争
指
令
権
が
確
立

し
た
こ
と
を
確
認
し
、
闘
争
指

令
権
を
中
央
闘
争
委
員
長
に
委

譲
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

組
合
員
の
生
活
と
権
利
の
維

持
・
向
上
を
は
か
る
た
め
、
２

０
２
４
春
闘
を
１
年
間
の
た
た

か
い
の
ス
タ
ー
ト
と
位
置
づ

け
、
要
求
実
現
に
向
け
全
組
合

員
が
一
丸
と
な
っ
て
最
後
ま
で

た
た
か
う
こ
と
を
宣
言
し
た
。

　

な
お
、
兵
庫
県
内
の
批
准
率

は
73
・
80
％
だ
っ
た
。

　

公
務
員
連
絡
会
は
、
委
員
長

ク
ラ
ス
交
渉
委
員
が
３
月
19
日

に
川
本
人
事
院
総
裁
と
、
22
日

に
河
野
国
家
公
務
員
制
度
担
当

大
臣
と
２
０
２
４
年
春
季
要
求

に
関
わ
る
交
渉
を
行
い
、
春
の

段
階
に
お
け
る
最
終
的
な
回
答

を
引
き
出
し
た
。

　

人
事
院
総
裁
か
ら
は
「
労
働

基
本
権
制
約
の
代
償
措
置
と
し

て
の
勧
告
制
度
の
意
義
や
役
割

を
踏
ま
え
、
情
勢
適
応
の
原
則

に
基
づ
き
必
要
な
勧
告
を
行
う
」

と
し
、
超
過
勤
務
の
縮
減
に
向

け
た
指
導
を
行
う
こ
と
や
、「
非

常
勤
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は

常
勤
職
員
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ

り
確
保
す
る
と
も
に
、
任
用・勤

務
条
件
等
に
つ
い
て
、
適
切
な

処
遇
等
を
確
保
す
る
よ
う
取
り

組
む
」
等
の
回
答
が
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
国
家
公
務
員
制
度
担

当
大
臣
は
「
給
与
に
つ
い
て
は

人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
、
国
政

全
般
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
い
、

方
針
を
決
定
す
る
」
と
し
「
非

常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
適
正
な
処
遇
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
も
連

携
し
て
、
必
要
な
取
り
組
み
を

進
め
る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

公
務
員
連
絡
会
は
、
春
の
段

階
に
お
け
る
交
渉
の
到
達
点
と

受
け
止
め
、
今
後
、
人
事
院
勧

告
期
に
向
け
闘
争
態
勢
を
堅

持
・
強
化
を
し
て
い
く
」
と
の

声
明
を
確
認
し
た
。

委員長クラス交渉団●左左と河野担当大臣●右右

ス
ト
権
確
立
を
宣
言

公務員連絡会

人
勧
期
に
向
け
取
り
組
み
強
化

春
期
で
の
最
終
回
答
を
引
き
出
す

障労評対県交渉

職
場
へ
の
定
着
が
カ
ギ

離
職
率
の
改
善
に
早
急
な
対
応
求
め
る
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４
月
か
ら
県
本
部
書
記
次
長

と
し
て
、
県
本
部
専
従
と
な
っ

た
松
本
賀
仁
さ
ん
に
お
話
し
を

伺
っ
た
。

　

松
本
さ
ん
は
１
９
９
４
年
に

神
戸
市
に
入
職
し
、
神
戸
市
従

業
員
労
働
組
合
の
環
境
支
部
執

行
委
員
、
書
記
次
長
、
支
部
長

を
経
て
、
神
戸
市
従
本
部
の
書

記
次
長
を
２
期
務
め
た
。

　

現
場
で
は
、
毎
日
バ
タ
バ
タ

と
仕
事
を
進
め
な
が
ら
、
組
合

の
活
動
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ

て
き
た
。組
合
役
員
と
し
て「
現

場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
拾

い
上
げ
、
現
状
を
一
つ
で
も
多

く
、
県
本
部
に
持
ち
寄
る
こ
と

が
重
要
。
議
論
内
容
を
現
場
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が

役
員
と
し
て
の
責
務
」「
ま
た
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
県
内
の
仲

間
と
課
題
を
共
有
し
、
活
発
に

活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
、
組

合
運
動
へ
の
思
い
を
述
べ
た
。

　

４
月
か
ら
の
組
合
専
従
に
つ

い
て
は
「
県
本
部
書
記
次
長
と

な
り
、
非
常
に
責
任
の
重
み
を

感
じ
て
い
る
が
、
様
々
な
課
題

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

　

最
後
に
性
格
に
つ
い
て
伺
っ

た
が
、
自
分
の
性
格
は
、
見
か

け
と
違
い
「
意
外
と
せ
っ
か
ち

だ
」
と
の
こ
と
。

　

３
月
17
日
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

ア
カ
デ
ミ
ー
で
高
校
生
平
和
大

使・
兵
庫
「
２
０
２
４
未
来
へ
の

架
け
橋
」
が
開
催
さ
れ
、
約
１

５
０
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
集

い
は
、
兵
庫
の
高
校
生
平
和
大

使
が
企
画
し
運
営
を
行
っ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
松
尾
美

雨
さ
ん
（
第
26
代
高
校
生
平
和

大
使
・
兵
庫
）
は
「
自
分
た
ち

が
被
爆
者
か
ら
直
接
話
を
聞
け

る
最
後
の
世
代
、
戦
争
と
核
兵

器
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
企
画
し
た
」と
あ
い
さ
つ
。

　

メ
イ
ン
企
画
は
、
神
戸
市
原

爆
被
害
者
の
会
の
貞
清
百
合
子

さ
ん
に
よ
る
被
爆
講
話
。
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
当
時
６
歳
、
広

島
市
の
爆
心
地
か
ら
１
・
5
キ

ロ
の
地
で
被
爆
し
た
壮
絶
な
原

爆
被
害
の
実
相
を
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
高
校
生
平
和
大

使
か
ら
１
年
間
の
活
動
・
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
報
告
、
そ
し
て
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

全
員
が
自
分
の
言
葉
で
、
平
和
、

人
権
、
差
別
な
ど
と
向
き
あ
っ

て
い
く
思
い
を
訴
え
た
。

優勝した新温泉町職労メンバー
　

県
本
部
は
３
月
16
日
、
洲
本

市
内
で
第
17
回
卓
球
大
会
を
開

催
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
県
職
労
・
神
戸
市
従
・
淡

路
市
職
労
・
小
野
市
職
・
姫
路
市

職
・
宍
粟
市
職
労
・
丹
波
篠
山

市
職
労
・
朝
来
市
職
労
・
香
美
町

職
、
前
年
度
入
賞
の
豊
岡
市
職

労
・
新
温
泉
町
職
労
、
開
催
地

洲
本
市
職
労
の
計
12
単
組
が
出

場
し
た
。

　

現
行
の
重
複
出
場
の
ル
ー
ル

に
加
え
、
急
な
病
気
等
に
よ
り

大
会
当
日
の
選
手
を
確
保
で
き

な
い
場
合
で
も
全
チ
ー
ム
の
合

意
が
あ
れ
ば
出
場
で
き
る
と
い

う
新
ル
ー
ル
が
今
年
か
ら
適
用

さ
れ
、
こ
の
ル
ー
ル
に
よ
り
最

少
人
数
の
４
人
で
大
会
に
挑
ん

だ
新
温
泉
は
１
枠
を
不
戦
敗
、

選
手
全
員
が
フ
ル
出
場
の
不
利

な
状
況
で
の
出
場
と
な
っ
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
の
結
果
、県
職
・

洲
本
・
宍
粟
・
新
温
泉
が
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
出
。
準
決

勝
の
宍
粟
対
県
職
は
４
対
３
で

宍
粟
、
洲
本
対
は
新
温
泉
３
対

4
で
新
温
泉
が
勝
利
し
、
接
戦

を
制
し
た
宍
粟
と
新
温
泉
が
決

勝
戦
へ
駒
を
進
め
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、
宍
粟
の
ス

ピ
ー
ド
あ
る
パ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
ト

の
応
酬
に
新
温
泉
が
苦
し
む
場

面
も
見
ら
れ
た
が
、
女
子
ダ
ブ

ル
ス
で
は
１
セ
ッ
ト
失
う
も
落

ち
着
い
た
試
合
運
び
で
流
れ
を

味
方
に
つ
け
て
新
温
泉
が
逆
転

勝
利
し
、
結
果
４
対
３
で
宍
粟

に
競
り
勝
ち
、
悲
願
の
初
優
勝

を
果
た
し
た
。
試
合
後
、
晴
れ

や
か
な
表
情
で「
疲
れ
ま
し
た
」

と
微
笑
む
新
温
泉
町
職
労
と
宍

粟
市
職
労
が
来
年
の
県
本
部
大

会
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　

県
本
部
は
、
社
会
貢
献
事
業

の
１
つ
と
し
て
兵
庫
県
軟
式
野

球
連
盟
と
協
議
し
、
兵
庫
県
軟

式
野
球
連
盟
主
催
の
全
日
本
少

年
野
球
大
会
兵
庫
県
予
選
会

（
中
学
生
対
象
）
お
よ
び
学
童

兵
庫
県
大
会（
小
学
生
低
学
年
）

を
「
自
治
労
カ
ッ
プ
」
と
称
し

支
援
し
て
い
る
。

　

今
年
の
大
会
は
、
４
月
27
日

～
５
月
６
日
に
か
け
て
、
第
10

回
自
治
労
カ
ッ
プ
学
童
軟
式
野

球
大
会
兵
庫
県
予
選
会
は
５
月

3
～
５
日
に
尼
崎
市
ベ
イ
コ
ム

野
球
場
ほ
か
６
球
場
で
開
催
さ

れ
、
第
11
回
自
治
労
カ
ッ
プ
全

日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
は
４

月
27
～
29
日
に
西
脇
公
園
野
球

場
ほ
か
４
球
場
で
各
地
域
の
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
少
年
野
球
大
会
（
中
学

生
の
部
）
は
全
国
大
会
へ
の
代

表
を
決
め
る
大
会
で
も
あ
る
。

　

今
年
は
県
本
部
70
周
年
を
迎

え
た
大
会
と
な
っ
て
お
り
、
出

場
す
る
チ
ー
ム
の
地
元
自
治

体
単
組
や
野
球
部
な
ど
、
趣
旨

に
賛
同
し
協
賛
金
を
募
っ
て
お

り
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

（
発
文
書
２
８
１
号
参
照
）

全労済自治労共済本部資料より引用

活動報告を行う松尾さん

今
年
も
自
治
労
カ
ッ
プ
開
催

少
年
・
学
童
野
球
に
支
援
を

平和大使

高
校
生
が
自
ら
集
会
を
企
画

戦
争
と
核
兵
器
の
な
い
社
会
実
現
へ

現場こそ活動の原点
責任の重みを感じつつ、チャレンジ

松本賀仁書記次長を紹介

県本部卓球大会

新
温
泉
町
職
労
が
初
優
勝

少
数
精
鋭
で
激
戦
を
制
す


